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Ⅰ－１　基本調査

⼤学・学部名

幼稚園 園児数 学級数 教員数 ⼩学校 児童数 学級数 教員数 中学校 ⽣徒数 学級数 教員数 ⾼等学校 ⽣徒数 学級数 教員数 特別⽀援学校
園児・
児童・
⽣徒数

学級数 教員数

北海道教育⼤学

附属旭川幼稚園 61 3 6 附属札幌⼩学校
（特別⽀援学級3クラス10名含む）

426 15 22 附属札幌中学校
（特別⽀援学級3クラス14名含む）

332 12 23

附属函館幼稚園 32 2 3 附属旭川⼩学校 392 12 18 附属旭川中学校 307 9 17
附属函館⼩学校 385 12 18 附属函館中学校 303 9 17

弘前⼤学教育学部
附属幼稚園 37 4 6 附属⼩学校 439 16 27 附属中学校 382 12 29 附属特別⽀援学校 53 9 31

岩⼿⼤学教育学部

附属幼稚園 42 3 6 附属⼩学校
（複式学級3クラス含む）

554 21 28 附属中学校 416 12 24 附属特別⽀援学校 53 9 28

宮城教育⼤学
附属幼稚園 99 5 7 附属⼩学校 709 24 36 附属中学校 477 12 23 附属特別⽀援学校 53 9 32

秋⽥⼤学教育⽂化学部
附属幼稚園 42 4 6 附属⼩学校 555 18 27 附属中学校 382 12 24 附属特別⽀援学校 61 9 28

⼭形⼤学
附属幼稚園 69 3 6 附属⼩学校 550 18 28 附属中学校 388 12 23 附属特別⽀援学校 47 9 33

福島⼤学
附属幼稚園 63 3 4 附属⼩学校 611 20 33 附属中学校 419 12 25 附属特別⽀援学校 50 9 29

茨城⼤学教育学部

附属幼稚園 78 4 6 附属⼩学校 595 19 27 附属中学校 423 12 22 附属特別⽀援学校
（複式学級2クラス含む）

42 10 30

筑波⼤学
附属⼩学校 755 24 37 附属中学校 609 15 30 附属⾼等学校 719 18 43 附属視覚特別⽀援学校 148 34 88

附属駒場中学校 368 9 16 附属駒場⾼等学校 488 12 29 附属聴覚特別⽀援学校 176 37 82
附属坂⼾⾼等学校 449 12 44 附属⼤塚特別⽀援学校 66 13 34

附属桐が丘特別⽀援学校 108 26 66
附属久⾥浜特別⽀援学校 51 18 33

宇都宮⼤学共同教育学部

附属幼稚園 121 5 7 附属⼩学校 616 18 25 附属中学校 429 12 23
附属特別⽀援学校
（⼩学部3クラス19名、教員数10名、
　中学部3クラス15名、教員数8名、
　⾼等部3クラス24名、教員数9名）

58 9 27

群⾺⼤学共同教育学部
附属幼稚園 121 6 10 附属⼩学校 603 18 26 附属中学校 408 12 24 附属特別⽀援学校 58 9 33

埼⽟⼤学教育学部
附属幼稚園 76 3 5 附属⼩学校 628 18 27 附属中学校 440 12 27 附属特別⽀援学校 57 9 29

千葉⼤学教育学部

附属幼稚園 139 5 7 附属⼩学校
（帰国児童学級3クラス6名含む）

576 21 34 附属中学校
（帰国⽣徒24名含む）

395 12 29 附属特別⽀援学校 58 9 27

東京⼤学教育学部

１　附属学校園を有する会員、および附属学校園の規模(令和7年5⽉1⽇現在）
　　 合計︓　54⼤学・学部、250附属学校園 ※教員数は、学校基本調査における「本務者」の定義に基づく専任の教員数

地
区

北
海
道

附属特別⽀援学校
（⼩学部3クラス18名、
　中学部3クラス18名、
　⾼等部3クラス24名）

58 9 27

関
東

東
北
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⼤学・学部名

幼稚園 園児数 学級数 教員数 ⼩学校 児童数 学級数 教員数 中学校 ⽣徒数 学級数 教員数 ⾼等学校 ⽣徒数 学級数 教員数 特別⽀援学校
園児・
児童・
⽣徒数

学級数 教員数

東京学芸⼤学
附属幼稚園⼩⾦井園舎 136 6 9 附属世⽥⾕⼩学校 618 18 26 附属世⽥⾕中学校 419 12 23 附属⾼等学校 948 24 57 附属特別⽀援学校 66 11 34
附属幼稚園⽵早園舎 60 2 3 附属⼩⾦井⼩学校 614 18 26 附属⼩⾦井中学校 406 12 23

附属⼤泉⼩学校
（帰国クラス3年〜6年各１含む）

569 22 38 附属⽵早中学校 420 12 22

附属⽵早⼩学校 410 12 19
東京藝術⼤学⾳楽学部

附属⾳楽⾼等学校 110 3 12
お茶の⽔⼥⼦⼤学

附属幼稚園 159 6 10 附属⼩学校
（帰国児童教育学級2クラス含む）

627 20 29 附属中学校
（帰国⽣徒教育学級3クラス含む）

337 12 25 附属⾼等学校 365 9 24

横浜国⽴⼤学教育学部
附属鎌倉⼩学校 622 18 25 附属鎌倉中学校 422 12 24 附属特別⽀援学校 60 9 29
附属横浜⼩学校 610 18 26 附属横浜中学校 352 9 20

⼭梨⼤学教育学部
附属幼稚園 66 4 7 附属⼩学校 589 18 27 附属中学校 421 12 24 附属特別⽀援学校 55 9 30

新潟⼤学
附属幼稚園 36 3 5 附属新潟⼩学校 447 15 24 附属新潟中学校 345 9 18 附属特別⽀援学校 61 9 29

附属⻑岡⼩学校 391 12 20 附属⻑岡中学校 340 9 18
上越教育⼤学

附属幼稚園 46 3 5 附属⼩学校 402 12 20 附属中学校 322 9 18
富⼭⼤学教育学部

附属幼稚園 65 5 8 附属⼩学校 416 12 19 附属中学校 477 12 23 附属特別⽀援学校 54 9 31
⾦沢⼤学⼈間社会学域学校教育学類

附属幼稚園 72 4 8 附属⼩学校
（⽇本語適応教室「さくら」1学級を含む）

580 20 28 附属中学校 476 12 23 附属⾼等学校 358 9 22 附属特別⽀援学校 58 9 30

福井⼤学教育学部
附属幼稚園 97 6 9 附属特別⽀援学校 53 9 28

信州⼤学教育学部
附属幼稚園 73 4 9 附属⻑野⼩学校 425 12 19 附属⻑野中学校 571 15 27 附属特別⽀援学校 58 9 29

附属松本⼩学校 423 12 18 附属松本中学校 447 12 23
岐⾩⼤学教育学部

静岡⼤学教育学部
附属幼稚園 60 5 7 附属静岡⼩学校 600 18 26 附属静岡中学校 426 12 21 附属特別⽀援学校 57 9 29

附属浜松⼩学校 407 12 18 附属浜松中学校 321 9 18
附属島⽥中学校 322 9 18

愛知教育⼤学

附属幼稚園 133 6 13 附属名古屋⼩学校
（国際学級8名、２クラス含む）

531 20 35
附属名古屋中学校
（国際学級（5名1クラス）、帰国⽣徒
学級（29名2クラス）含む）

450 15 31 附属⾼等学校 354 12 30 附属特別⽀援学校 62 9 29

附属岡崎⼩学校 529 18 27 附属岡崎中学校 421 12 26
三重⼤学教育学部

附属幼稚園 79 4 7 附属⼩学校 527 18 26 附属中学校 429 12 27 附属特別⽀援学校 50 9 29

地
区

関
東

北
陸

東
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⼤学・学部名

幼稚園 園児数 学級数 教員数 ⼩学校 児童数 学級数 教員数 中学校 ⽣徒数 学級数 教員数 ⾼等学校 ⽣徒数 学級数 教員数 特別⽀援学校
園児・
児童・
⽣徒数

学級数 教員数

滋賀⼤学教育学部
附属幼稚園 87 5 8 附属⼩学校 615 18 26 附属中学校 315 9 19 附属特別⽀援学校 58 9 30

京都教育⼤学

附属幼稚園 89 3 7 附属桃⼭⼩学校 394 12 19 附属桃⼭中学校
（帰国⽣徒教育学級1クラス含む）

335 10 24 附属⾼等学校 440 12 33 附属特別⽀援学校 60 9 30

⼤阪教育⼤学
附属幼稚園 139 6 8 附属天王寺⼩学校 626 18 23 附属天王寺中学校 430 12 22 附属⾼等学校 1291 33 81 附属特別⽀援学校 59 9 29

附属池⽥⼩学校 606 18 27 附属池⽥中学校 434 12 22
附属平野⼩学校 620 18 26 附属平野中学校 321 9 18

兵庫教育⼤学
附属幼稚園 57 6 7 附属⼩学校 387 18 29 附属中学校 247 9 20

神⼾⼤学
附属幼稚園 119 6 9 附属⼩学校 407 12 23 附属特別⽀援学校 52 9 34

奈良教育⼤学
附属幼保連携型認定こども園
(令和6年度から。令和5年度までは附属
幼稚園）

86 5 10 附属⼩学校
（特別⽀援学級3クラス含む）

515 21 35 附属中学校
（特別⽀援学級3クラス含む）

383 15 30

奈良⼥⼦⼤学
附属幼稚園 131 6 8 附属⼩学校 409 12 18

和歌⼭⼤学教育学部
附属⼩学校
（複式学級3クラス含む）

394 15 24 附属中学校 400 12 25 附属特別⽀援学校 57 9 30

⿃取⼤学
附属幼稚園 28 3 6 附属⼩学校 400 12 18 附属中学校 409 12 23 附属特別⽀援学校 54 10 29

島根⼤学教育学部
附属幼稚園 52 2 7

岡⼭⼤学
附属幼稚園 108 6 8 附属⼩学校 595 18 32 附属中学校 537 15 34 附属特別⽀援学校 59 9 30

広島⼤学
附属幼稚園 102 6 11 附属⼩学校 381 12 18 附属中学校 364 9 17 附属⾼等学校 594 15 39
(令和6年度から、附属幼稚園と附属三
原幼稚園を統合)

附属東雲⼩学校
（特別⽀援学級3クラス14名含む）

433 18 26 附属東雲中学校
（特別⽀援学級3クラス14名含む）

251 9 18 附属福⼭⾼等学校 603 15 38

附属三原⼩学校 362 12 18 附属三原中学校 221 6 14
附属福⼭中学校 369 9 19

⼭⼝⼤学教育学部
附属幼稚園 72 3 6 附属⼭⼝⼩学校 411 12 18 附属⼭⼝中学校 418 12 28

鳴⾨教育⼤学
附属幼稚園 130 5 7 附属⼩学校 596 18 28 附属中学校 400 12 25 附属特別⽀援学校 59 9 30

⾹川⼤学教育学部
附属幼稚園 65 3 5 附属⾼松⼩学校 608 19 25 附属⾼松中学校 300 9 19 附属特別⽀援学校 57 9 30
附属幼稚園⾼松園舎 51 2 2 附属坂出⼩学校 409 12 18 附属坂出中学校 315 9 19

附属特別⽀援学校
（⼩学部3クラス10名､教員6名､
　 中学部3クラス15名､教員9名､
　 ⾼等部3クラス19名、教員13名）

44 9 28

地
区

中
国

四
国

近
畿
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⼤学・学部名

幼稚園 園児数 学級数 教員数 ⼩学校 児童数 学級数 教員数 中学校 ⽣徒数 学級数 教員数 ⾼等学校 ⽣徒数 学級数 教員数 特別⽀援学校
園児・
児童・
⽣徒数

学級数 教員数

愛媛⼤学教育学部
附属幼稚園 74 6 9 附属⼩学校 564 18 27 附属中学校 384 12 23 附属⾼等学校 359 9 36 附属特別⽀援学校 58 9 28

⾼知⼤学教育学部

附属幼稚園 55 5 6 附属⼩学校 636 21 31 附属中学校 416 12 23

附属特別⽀援学校
（⼩学部3クラス18名､教員8名､
　 中学部3クラス18名､教員8名､
　 ⾼等部3クラス23名､教員13名､
　※⾼等部に副校⻑､養護教諭を含む）

59 9 29

福岡教育⼤学

附属幼稚園 44 3 6
附属福岡⼩学校
（特別⽀援学級3クラス、
　帰国児童教育学級3クラス含む）

443 18 26 附属福岡中学校
（特別⽀援学級3クラス含む）

371 12 21

附属⼩倉⼩学校 419 12 18 附属⼩倉中学校 357 9 17
附属久留⽶⼩学校 419 12 18 附属久留⽶中学校 358 9 17

佐賀⼤学教育学部
附属幼稚園 35 3 6 附属⼩学校 614 18 25 附属中学校 429 12 24 附属特別⽀援学校 59 9 30

⻑崎⼤学教育学部

附属幼稚園 78 4 7 附属⼩学校 521 21 30 附属中学校 430 12 24

附属特別⽀援学校
（⼩学部3クラス18名、教員8名、
　 中等部3クラス17名、教員7名、
 　⾼等部3クラス19名、教員9名、
　 校⻑、教頭、養護教諭 計3名）

54 9 27

熊本⼤学教育学部
附属幼稚園 82 5 6 附属⼩学校 646 18 27 附属中学校 468 12 24 附属特別⽀援学校 59 9 29

⼤分⼤学教育学部
附属幼稚園 115 5 8 附属⼩学校 586 18 26 附属中学校 445 12 25 附属特別⽀援学校 52 9 29

宮崎⼤学教育学部

附属幼稚園 74 5 7 附属⼩学校
（特別⽀援学級3クラス含む）

584 21 28 附属中学校
（特別⽀援学級2クラス含む）

439 14 28

⿅児島⼤学教育学部

附属幼稚園 66 3 5 附属⼩学校
（複式学級3クラス含む）

662 22 34 附属中学校 538 15 31 附属特別⽀援学校 57 9 32

琉球⼤学教育学部
附属⼩学校 620 20 28 附属中学校 429 12 24

4001 214 348 34613 1113 1678 26115 747 1505 7078 183 488 2788 492 1488

その他（⼀貫校など） 附属学校園数内訳

児童・ ⽣徒数 学級数 教員数 附属幼稚園 49
北海道教育⼤学 526 21 35 附属幼保連携型認定こども園 1

712 18 41 附属⼩学校 66
715 24 64 附属中学校 66
705 21 40 附属⾼校 13

岐⾩⼤学教育学部 904 33 56 附属特別⽀援学校 45
878 33 54 その他（⼀貫校など） 10

【合計】（附属学校園数） 250

709 18 47
719 18 44
714 24 45

584 21 33

7166 231 459

附属義務教育学校

京都教育⼤学

附属中等教育学校

地
区

附属⼩中学校（特別⽀援学級 6クラス27名、教員8名含む）
附属京都⼩中学校（特別⽀援学級6クラス含む）
（内訳）前期課程　585名　21クラス

九
州

【合計】

福井⼤学教育学部

【 合計 】

（内訳）前期課程（⼩学校）357名　12クラス　教員19名
　　　　　  後期課程（中学校）357名　12クラス　教員26名

（内訳）前期課程（⼩学校）358名　12クラス　教員17名
　　　　　  後期課程（中学校）226名　  9クラス　教員16名

島根⼤学教育学部

⼭⼝⼤学教育学部

附属釧路義務教育学校

附属義務教育学校

附属光義務教育学校

⼤学・学部名

東京⼤学教育学部 附属中等教育学校
東京学芸⼤学 附属国際中等教育学校

 　　　　　 後期課程　293名　12クラス
神⼾⼤学 附属中等教育学校
奈良⼥⼦⼤学
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２　附属学校園の組織の縮⼩または削減の実施（令和７年度）

ア︓実施した3⼤学・学部、及びその内容と理由

⼤学︓学部名
附属学校園名 縮⼩等の内容 理　由

附属函館幼稚園

令和7年度から附属函館幼稚園における⼊園児の募
集を停⽌することを決定し、令和9年3⽉末に閉園す
る予定である。
【今後のスケジュール】
　　・令和7年度から 3歳児募集停⽌
　　・令和8年度から 4歳児募集停⽌

昨今の⼈⼝減少に伴う少⼦化等の社
会的環境の変化から、国⽴⼤学附属
幼稚園としての使命・役割を果たすこと
が困難である判断したため。

附属幼稚園

学級数を5学級から3学級へ、学級編制を1学級25
⼈へ段階的に移⾏し、令和6年度︓5学級　令和7
年度︓4学級　令和8年度︓3学級　令和9年度︓3
学級・定員75⼈とすることにした。
このため、令和7年度⼊園試験募集定員を次のとおり
変更した。
3年保育3歳児　変更前︓30⼈　変更後︓25⼈
2年保育4歳児　変更前︓20⼈　変更後︓若⼲⼈

「個別最適な学び」と、⼦供たちの多様
な個性を最⼤限に⽣かす「協働的な学
び」の充実を図るため。

附属幼稚園

令和7年度の学級数を4クラスから3クラスとした。定員
数は変更なし。
3歳児学級1クラス（変更なし)、
4歳児学級1クラス（変更なし)、
5歳児学級1クラス（令和6年度2クラス）　計3クラス

⼊園児数の減少

⼭⼝⼤学教育学部

茨城⼤学教育学部

北海道教育⼤学

6%
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組織の縮⼩または削減の実施（令和７年度）
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Ⅰ-2　統廃合、学級数・学級定員数の検討

１　法⼈化後の附属学校園の統廃合の実施

ア︓実施した（実施中も含む）9⼤学・学部、及びその内容

北海道教育⼤学

＜義務教育学校＞
令和3年度より、附属釧路⼩学校と附属釧路中学校を、附属釧路義務教育学校に改組した。
（令和3年度〜）
＜函館幼稚園＞
令和7年度から附属函館幼稚園における⼊園児の募集を停⽌することを決定し、令和9年3⽉末に閉園
する予定である。
【今後のスケジュール】
　　・令和7年度から 3歳児募集停⽌
　　・令和8年度から 4歳児募集停⽌

東京学芸⼤学
＜中等教育学校＞
附属⼤泉中学校と附属⾼等学校⼤泉校舎を統合し附属国際中等教育学校とした。
（平成19年度〜）

福井⼤学教育学部
＜義務教育学校＞
附属⼩学校及び附属中学校は、附属義務教育学校へ移⾏したため、学校数が2から1に変更となった。
（平成29年度〜）

岐⾩⼤学教育学部
＜義務教育学校＞
令和2年度から附属⼩学校と附属中学校を義務教育学校化し附属⼩中学校とした。
（令和2年度〜）

京都教育⼤学

＜義務教育学校＞
附属京都⼩学校及び附属京都中学校は、義務教育学校（学校名︓附属京都⼩中学校）へ移⾏し
たため、学校数が2から1に変更となった。
ただし、学級数や教員数等の縮⼩等はない。
（平成29年度〜）

17%
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法⼈化後の附属学校園の統廃合の実施
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神⼾⼤学

＜中等教育学校＞
学部附属であった幼稚園1園、⼩学校2校、中学校2校及び特別⽀援学校1校を、⼤学附属の幼稚園
1園、⼩学校1校、中等教育学校新規1校及び特別⽀援学校1校に再編。
（平成21年度〜）

島根⼤学教育学部
＜義務教育学校＞
附属⼩学校及び附属中学校を統合し、附属義務教育学校を開校した。
（令和元年度〜）

広島⼤学 令和6年度から、附属幼稚園と附属三原幼稚園を統合し、附属幼稚園にした。
（各園舎は附属幼稚園（東広島園舎）及び附属幼稚園（三原園舎）と呼称）

⼭⼝⼤学 ＜義務教育学校＞
附属光⼩学校と附属光中学校を附属光義務教育学校に改組した。（令和7年度〜）

イ︓計画がある1⼤学・学部、及びその内容

広島⼤学 令和9年度から、附属福⼭中学校と附属福⼭⾼等学校を、附属福⼭中等教育学校に改組する予定で
ある。

ウ︓検討中の6⼤学・学部、及びその内容

筑波⼤学 令和2年度より、附属学校群の将来構想として、校数の削減や各校の機能の統合・再編等の検討を始
めている。

横浜国⽴⼤学
教育学部 現時点では具体的な計画はないが、将来構想の中で検討する必要があると考えている。

⼤阪教育⼤学 現時点では具体的な計画はないが、将来構想の中で検討することになると考えている。

奈良教育⼤学 現時点では具体的な計画はないが、将来構想の中で検討している。

和歌⼭⼤学教育学部

附属⼩中学校は、同⼀敷地内だが、附属特別⽀援学校が約3㎞離れた場所にある。特別⽀援学校へ
の⼊学や特別⽀援学級への⼊級希望、さらには特別⽀援教育の必要性が⾼まっている中、附属特別⽀
援学校の移設を含めて附属学校のあり⽅について検討を始めたところだ。ただし、現時点では具体的な計
画⽴案には⾄っていない。

⾹川⼤学教育学部 現時点では具体的な計画はないが、学内の附属学校園の機能強化を検討する会議の中で、統廃合に
関して俎上に上がっている。
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2　法⼈化後の附属学校園の学級減の実施

ア︓実施した（実施中も含む）28⼤学・学部、及びその内容

＜附幼＞

平成24年度まで3歳児1学級20名、4歳児2学級70名及び5歳児2学級70名の
定員としていたが、平成27年度から完全3年保育（3歳児2学級30名、 4歳児1
学級30名及び5歳児1学級30名）とするため、平成25年度から定員の学年進⾏
を⾏った。この過程において、平成25年度に3歳児2学級30名、4歳児1学級30
名、5歳児2学級70名とし、平成26年度から3歳児2学級30名、4歳児1学級30
名、5歳児 1学級30名の定員で、1学級減となった。

＜附⼩＞ 附属⼩学校の単式学級数を3学級から2学級へ削減した。（令和3年度〜）

＜附中＞ 附属中学校の学級数を5学級から4学級へ削減した。（令和3年度〜）

岩⼿⼤学教育学部 ＜附幼＞ 令和5年度、4歳児学級を1学級削減した。また、学年進⾏により令和6年度に5歳
児学級を1学級削減する。

秋⽥⼤学
教育⽂化学部 ＜附幼＞ 完全3年保育への移⾏のため5学級から4学級へ減。（平成28年度〜）

 ＜附幼＞
4歳児2学級→1学級に減。（平成22年度）
5歳児2学級→1学級に減。（平成23年度）
3歳児2学級→1学級に減。（令和5年度）

＜附⼩＞
1・2年複式学級1学級を閉級。（平成22年度）
5・6年複式学級1学級を閉級。（平成26年度）
3・4年複式学級1学級を閉級。（令和5年度）

福島⼤学 ＜附⼩＞ 平成20年度から、24クラスから順次年ごと1クラス減し、平成23年度に20クラスと
なった。

弘前⼤学教育学部

⼭形⼤学

52%
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39%
（28⼤学・学部）
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法⼈化後の附属学校園の学級減の実施
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茨城⼤学 <附幼>

学級数を５学級から３学級へ、学級編制を１学級２５⼈へ段階的に移⾏し、令
和６年度︓５学級　令和７年度︓４学級　令和８年度︓３学級　令和９年
度︓３学級・定員７５⼈とすることにした。
このため、令和７年度⼊園試験募集定員を次のとおり変更した。
３年保育３歳児　変更前︓３０⼈　変更後︓２５⼈　２年保育４歳児　変更
前︓２０⼈　変更後︓若⼲⼈

筑波⼤学 ＜特⽀＞

【筑波⼤学附属聴覚特別⽀援学校】の幼稚部の学級数を平成29年度⼊学より1
学年3学級から1学年2学級に縮⼩。
【筑波⼤学附属桐が丘特別⽀援学校】⼩学部を11学級から6学級、本校中学部
を7学級から6学級に減らし、施設併設学級中学部を2学級から3学級に増やした。
全体では5学級減となった。（令和3年度）
【筑波⼤学附属視覚特別⽀援学校】⾼等部専攻科鍼灸⼿技療法研修科が廃
科。(令和4年度末）⾼等部専攻科⾳楽科の廃科。（令和5年度末）
【筑波⼤学附属聴覚特別⽀援学校】⾼等部専攻科⻭科技⼯科が廃科。（令和6
年度末）

群⾺⼤学
共同教育学部  ＜附⼩＞ それまで1学年4クラスだったところを、平成22年度に⼊学した学年から、1学年3クラ

スになるようにした。

 ＜附⼩＞ 平成16年4⽉に1年⽣の学級数を4学級から3学級とし、学年進⾏により平成21年
4⽉に全学年3学級となった。

 ＜附中＞ ⽣徒数は、平成17年度⼊学の1年⽣から順次減らし、平成19年度に各学年5クラ
ス（計15クラス）を各学年4クラス（計12クラス）に⼀⻫に変更した。

東京学芸⼤学     ＜附⼩＞

附属学校に求められている、国の教育政策の推進に寄与する「拠点校」としての役
割、地域の教育の「モデル校」としての役割を追求していくため、附属⼩⾦井⼩学校
の⼊学定員の⾒直し（1学年児童数160⼈→120⼈(40⼈減︓1学級減)）を
⾏い、弾⼒的なクラス編成や教科内容に応じた少⼈数指導の実施等、教員を柔軟
に配置し、児童にキメ細かい指導を⾏う体制を構築するため、平成22年度から学年
進⾏により実施。

⼭梨⼤学教育学部 ＜附幼＞ 平成16年度に教員削減のため、附属幼稚の学級1・教員1名の減。

＜附幼＞

令和4年度に2学級あった4歳児学級を令和5年度に1学級削減し1学級とした。
※参考 令和5年度に満3歳児学級を1学級（定員6名）新設した。
令和5年度に2学級あった5歳児学級を令和6年度に1学級削減し1学級とした。
※参考 附属幼稚園の計画︓5学級体制を令和6年度（完成年度）に1学級削
減し、4学級体制（満3歳児、3歳児、4歳児、5歳児　各1学級）に変更した。

＜附⼩＞ ⽇本語適応教室「さくら」（定員4名）を新設。（令和4年度〜）
令和5年度に2学級あった複式学級を令和6年度に1学級削減し1学級とした。

 ＜附幼＞ 附属幼稚園で平成30年度1学級減(内訳︓年中1学級30名減とし、年少30⼈
学級を15⼈2学級とした)、令和元年度1学級減　(内訳︓年⻑1学級減)とした。

 ＜附中＞ 附属⻑野中学校で3年間、附属⻑野⼩学校で6年間かけて、学級をそれぞれ1学
級減とした。（平成20年度〜）

岐⾩⼤学教育学部 ＜義務教育
    学校＞

令和2年度から義務教育学校（附属⼩中学校）となり、併せて新7年⽣以降の学
級数を順次3学級にすることとした。学年進⾏により、令和4年度は9年⽣が4学級か
ら3学級となり、7年⽣・8年⽣・9年⽣ともに3学級となった。

千葉⼤学教育学部

信州⼤学教育学部

⾦沢⼤学
⼈間社会学域
学校教育学類
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 ＜附⼩＞
【附属名古屋⼩学校】平成30年度⼊学の学年から普通学級の学級数を1学年「3
または4学級」から「3学級」とした。また、令和2年度から4年⽣の帰国⼦⼥学級の募
集を停⽌した。

   ＜附⾼＞ 【附属⾼等学校】令和3年度⼊学者より、それまでの1学年5学級編制を1学年4学
級編制とした。

三重⼤学教育学部 ＜附幼＞
附属幼稚園では、令和3年度は3歳児1クラス・4歳児2クラス・5歳児2クラスの計5ク
ラスであったが、令和4年度に3歳児2クラス・4歳児1クラス・5歳児2クラスの計5クラ
ス、令和5年度より3歳児2クラス・4歳児1クラス・5歳児1クラスの計4クラスとなった。

   ＜附幼＞

【附属幼稚園】
令和3年度まで　3歳児1学級、4歳児2学級、5歳児2学級　計5学級
令和4年度から　3歳児・4歳児・5歳児各1学級　計3学級
（令和4年度は学年進⾏のため、3歳児1学級、4歳児1学級、5歳児2学級　計4
学級）学年進⾏で令和5年度完成

＜附中＞
【附属桃⼭中学校】
令和6年度から　学級数︓4→3、3学年計︓12→9　（帰国⽣徒教育学級廃⽌
のため）学年進⾏により令和8年度完成予定

   ＜附⾼＞

【附属⾼等学校】
令和2年度から　⼊学定員︓200⼈→160⼈、学級数︓5→4
（⼊学者数の減により、令和元年度の限定措置として、定員を変更せず1年⽣を4
学級とした。）学年進⾏で令和4年度完成

神⼾⼤学  ＜附⼩＞ ⼩学校2校33学級を⼩学校1校12学級に、中学校2校21学級を中等教育学校
1校18学級に再編（平成21年度〜）

和歌⼭⼤学教育学部   ＜附⼩＞

附属⼩学校において、令和2年度より新⼊学の第1学年の単式学級を2学級（令
和元年度までは3学級）とし、年次進⾏に伴って、1学年あたりの単式の学級数を２
学級へと順次削減している。これにより、1〜6年⽣の単式学級数が2学級の編制に
なっている。

⿃取⼤学    ＜附幼＞

平成25年度︓学級数5学級→4学級に変更（全定員数90⼈）、平成24年
度︓学級数6学級→5学級に変更（全定員数130⼈）
（令和元年度︓⼊園児数の減により令和元年度の限定措置として、４学級を3学
級としたが定員数は変更なし（全定員数90⼈））

島根⼤学教育学部  ＜附幼＞
平成30年度に4歳児学級の募集を2クラスから1クラスに削減した。そのため平成30
年度は4歳児学級が1クラス、5歳児学級が2クラス、平成31年度に各学年が1クラ
スとなった。

岡⼭⼤学教育学部 ＜附⼩＞ 3学級＋複式1学級　→　3学級（平成21年度〜）

広島⼤学 ＜附幼＞ 平成27年度から三原幼稚園の4、5歳児の学級数を2から1へ削減した。

⼭⼝⼤学教育学部 ＜附幼＞
令和7年度の学級数を4クラスから3クラスとした。定員数は変更なし。
3歳児学級1クラス（変更なし)、4歳児学級1クラス（変更なし)、5歳児学級1クラ
ス（令和6年度2クラス）　計3クラス

愛知教育⼤学

京都教育⼤学
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福岡教育⼤学 ＜附⼩＞

附属⼩倉⼩学校1学年は少⼈数学級実施のため平成18年度から3学級編制とし
ていた。しかし教室は、本来2学級分のスペースを3学級に間仕切りして使⽤している
ため、児童間のスペースが狭いうえ、⼗分な換気が期待できない状況であった。新型
コロナウイルス感染症拡⼤防⽌ガイドラインを順守するため、本来の2学級編制に戻
した。（令和3年度〜）

＜附幼＞

令和3年度園児募集分から募集定員を縮減し、令和4年度に1学級削減し、4学
級制（3歳児︓2クラス、4・5歳児︓各1クラス）とした。具体的には、令和2年度ま
では3歳児1クラス、4歳児及び5歳児各2クラスの計5クラスであったが、令和3年度に
3歳児2クラス、4歳児1クラス、5歳児2クラスの計5クラスとし、令和4年度に3歳児2
クラス、4歳児・5歳児各1クラスの計4クラスとした。

 ＜附中＞ 平成21年度から、1学年の学級数を5クラスから4クラスに減らし、学年進⾏で平成
23年度には1〜3学年で学級数はすべて4クラスになった。

宮崎⼤学 ＜附中＞
令和6年度、特別⽀援学級を３学級から２学級へと縮⼩した。附属中学校で令和
５年度に特別⽀援学級の⼊学定員を8⼈から4⼈へ変更したことに伴い、第1学年
と第2学年で複式学級となった。

⿅児島⼤学教育学部 ＜附⼩＞ 令和3年度から1学級減。

イ︓計画がある8⼤学・学部、及びその内容

＜附⼩＞ 令和8年度に低学年の複式学級を廃⽌する。
また、令和9年度から3年⽣以上の通常学級を学年進⾏により1学級削減する。

＜附中＞ 令和13年度に1年⽣を1学級削減し、以降学年進⾏により2年⽣以上も順次1学
級削減する。

宮城教育⼤学 <附幼>
令和９年度から４歳児定員を３０名とすることに伴い、令和８年度から３歳児を
１学級から２学級へ、令和９年度から４歳児を２学級から１学級へ変更するた
め、令和１０年度以降は園全体で現在の５学級から４学級へ減となる。

茨城⼤学 <附⼩>

少⼦化が加速する中、学級数の減少・学校規模の⼩規模化が進⾏している地域の
現状にあわせ、適切な学級数・学校規模の適合化を⾏うことにより、引き続き附属学
校が地域のモデル校としての役割を果たすため、⼀学年あたり学級数を3学級から2
学級へ、学級編制を1学級35⼈から30⼈へ段階的に移⾏する。
具体的には、令和8年度︓17学級・定員585⼈　令和9年度︓16学級・540⼈
令和10年度︓15学級・495⼈　令和11年度︓14学級・450⼈　令和12年
度︓13学級︓405⼈とする。

筑波⼤学 ＜特⽀＞
【筑波⼤学附属桐が丘特別⽀援学校】令和8年度より、施設併設学級の令和9年
度末閉級に伴う本校の改組を⾏うため、現在の本校と施設併設学級の合計26学
級から、学年進⾏により令和12年度には25学級になる。

三重⼤学教育学部 ＜附⼩＞ 附属⼩学校では、令和10年度に5年⽣を3クラスから2クラスに、令和11年度に6年
⽣を3クラスから2クラスとする計画がある。

岩⼿⼤学教育学部

⻑崎⼤学教育学部
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⼤阪教育⼤学
＜附幼＞
＜附中＞
＜附⾼＞

令和8年度から附属幼稚園，附属天王寺中学校，附属池⽥中学校の⼊学定員
及び学級数の変更を⾏う予定である。
また，令和11年度から附属⾼等学校天王寺校舎及び池⽥校舎の⼊学定員及び
学級数の変更を⾏う予定である。
https://osaka-
kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/20250321.pdf

＜附⼩＞ 令和8年度から学級数を3→2へ変更。

＜附中＞ 令和8年度から学級数を4→3へ変更。

広島⼤学 ＜附中＞
＜附⾼＞

【附属福⼭中学校】（各学年3学級、学級定員40⼈、総⽣徒数360⼈）と【附
属福⼭⾼等学校】（各学年5学級、学級定員40⼈、総⽣徒数600⼈）につい
て、令和9年度から中等教育学校へ改組し、年次進⾏により全学年4学級、学級
定員32⼈、総⽣徒数768⼈とする。

ウ︓検討中の3⼤学・学部、及びその内容

宇都宮⼤学
共同教育学部

⼤阪教育⼤学

愛媛⼤学 附属幼稚園に関して、検討を開始した。

令和4年度開始に向けて学級減を検討していたが、諸事情により保留することになった。

検討中

奈良教育⼤学
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3　法⼈化後の附属学校園の学級定員減の実施

ア︓実施した（実施中も含む）52⼤学・学部、及びその内容

＜附幼＞

附属幼稚園の保育内容を質・量ともに充実する⾒直しを⾏うとともに、きめ細やかな指導実現のた
め、附属旭川幼稚園（学級数3）及び附属函館幼稚園（学級数3）の4歳児の定員を10名、
5歳児の定員を10名削減した。（総定員数としては180名から140名となった）（平成29年度
〜）

＜附⼩＞ 附属⼩学校（札幌、旭川、釧路、函館の4校）については、平成24年度から、1学級あたりの定
員を35名としている。（※釧路校はR3年度から釧路義務教育学校）

＜附中＞ 附属中学校（札幌、旭川、釧路、函館の4校）については、平成26年度から、1学級あたりの定
員を35名としている。（※釧路校はR3年度から釧路義務教育学校）

＜附⼩＞ 附属⼩学校では、平成24年度から第1学年の単式学級の定員を、1学級40名から33名とした。
令和3年度から附属⼩学校の単式学級定員を33名から32名へ削減した。

＜附中＞ 附属中学校では、平成27年度から第1学年の学級の定員を、1学級40名から33名とした。
令和3年度から附属中学校の学級定員を33名から32名へ削減した。

＜附幼＞ 4歳児及び5歳児の学級定員を、平成25年度から学年進⾏で35名から24名に削減した。

＜附⼩＞ 通常学級定員を、平成24年度から学年進⾏で40名から32名に削減した。
令和7年度に1年⽣の通常学級定員を32名から24名に削減した。

＜附中＞ 附属中学校の学級定数を、平成30年度から学年進⾏で40名から35名に削減した。

宮城教育⼤学 ＜附⼩＞ 学級定員数を36⼈→30⼈に減。（平成24年度第1学年から順次学年進⾏により平成29年度
完成）

北海道教育⼤学

弘前⼤学教育学部

岩⼿⼤学教育学部

96%

15%

7% 4%

（52⼤学・学部）

（8⼤学・学部）
（4⼤学・学部） （2⼤学・学部）
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法⼈化後の附属学校園の学級定員減の実施
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＜附幼＞ （平成27年度〜）3歳児20名から16名（20名1学級⇒16名2学級）、4歳児35名から32
名（35名2学級⇒32名1学級）、5歳児35名から32名。（35名2学級⇒32名1学級）

＜附⼩＞ （平成24年度〜）平成24年度定員40名3学級⇒定員35名3学級
（平成27年度〜）定員32名3学級

＜附中＞ （平成30年度〜）定員40名4学級⇒定員36名4学級
（令和3年度〜）定員32名4学級

＜附⼩＞ 40名→34名（平成22年度から学年進⾏／平成27年度完成）
1学級34名→28名に減（令和5年度から学年進⾏で令和10年度まで順次実施）

＜附中＞ 40名→34名（平成28年度から学年進⾏／平成30年度完成）

＜附⼩＞ 120名→105名（40→35⼈対応）（平成24年度から）

＜附中＞ 160名→140名（40→35⼈対応）（平成24年度から）

＜附幼＞

学級数を5学級から3学級へ、学級編制を1学級25⼈へ段階的に移⾏し、令和6年度︓5学級
令和7年度︓4学級　令和8年度︓3学級　令和9年度︓3学級・定員75⼈とすることにした。
このため、令和7年度⼊園試験募集定員を次のとおり変更した。
3年保育3歳児　変更前︓30⼈　変更後︓25⼈
2年保育4歳児　変更前︓20⼈　変更後︓若⼲⼈

＜附中＞ 附属中学校の学級定員数を40名から36名に削減した。（平成30年度から）

＜附⼩＞ 筑波⼤学附属⼩学校の学級定員数を学年進⾏で1学級40名から1学級32名に縮⼩。
平成31年度⼊学において全学年が1学級32名となった。（平成26年度から）

＜特⽀＞

【筑波⼤学附属視覚特別⽀援学校】⾼等部専攻科⾳楽科の廃科に伴う募集停⽌により、令和5
年度から定員減（R4:16名→R5:8名)。令和5年度末廃科。
【筑波⼤学附属聴覚特別⽀援学校】⾼等部専攻科⻭科技⼯科の廃科に伴う募集停⽌により、
令和5年度から定員減（R4:30名→R5:20名→R6:10名)。令和6年度末廃科。
【筑波⼤学附属桐が丘特別⽀援学校】施設併設学級は令和9年度末で閉級のため令和6年度
より漸次縮⼩。

＜附幼＞ 令和6年4⽉に4歳児の学級定員を32名から24名とし、学年進⾏により令和7年4⽉に5歳児の
学級定員も32名から24名とする計画である。

＜附⼩＞ 平成24年4⽉に1年⽣の学級定員を40名から35名とし、学年進⾏により平成29年4⽉に全学級
35名定員となった。

＜附中＞ 平成30年4⽉に1年⽣の学級定員を40名から36名とし、学年進⾏により令和2年4⽉に全学級
36名定員となった。

茨城⼤学教育学部

福島⼤学

秋⽥⼤学
教育⽂化学部

⼭形⼤学

筑波⼤学

宇都宮⼤学
共同教育学部
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＜附幼＞
平成22年度より、3、4歳児の学級定員を28名とし、平成23年度から全学級28名定員となった。
令和5年度より3歳児を1学級28名から2学級40名へ変更し、以降年度進⾏で全学年2学級で
40名とした。

＜附⼩＞ 平成24年度からそれまで1クラスの定員が40名だったところを、平成24年度に⼊学した学年から、
定員を35名に削減した。

＜附中＞ 平成28年度から定員40名から35名(1学年）︓平成29年度定員40名から35名(1・2学
年）︓平成30年度定員40名から35名（1・2・3学年）

＜附幼＞

附属幼稚園の4歳児学級定員数を35名から30名に削減した。
（平成25年度から）
令和4年度以前︓3歳児クラス20名、4歳児クラス30名、5歳児クラス30名
令和5年度　　　︓3歳児クラス22名、4歳児クラス28名、5歳児クラス30名
令和6年度以降︓3歳児クラス22名、4歳児クラス28名、5歳児クラス28名

＜附⼩＞ 附属⼩学校の学級定員数を40名から35名に削減した。
（平成25年度⼊学⽣から）

＜附中＞ 附属中学校の学級定員数を40名から35名に削減した。
（令和元年度⼊学⽣から）

＜附幼＞
平成25年度以前は3歳児から5歳児全園児のトータルの定員が160名だったが、平成25年度新
⼊園児から徐々に定員を減らし、各クラス28名とした。平成27年度から、全クラス28名になり、トー
タルの園児数が140名になった。

＜附⼩＞
平成24年4⽉に1年⽣の定員を40名から35名とし、学年進⾏により平成29年4⽉に全学級35
名定員となった。令和6年4⽉に1年⽣の定員を35名から28名とし、学年進⾏により令和11年4⽉
に全学級28名定員とする予定である。

＜附中＞
平成25年度から各学級の定員を43名から38名（⼀般⽣40名＋帰国⽣3名から⼀般⽣35名
＋帰国⽣3名）としている。令和6年度から各学級の定員を38名から32名（⼀般⽣29名＋帰
国⽣3名）とし、学年進⾏で令和8年度まで順次実施予定である。

東京学芸⼤学 ＜附⼩＞

平成23年度から実施された公⽴⼩学校1年⽣の学級定員35名化を受け、本学の各附属⼩学
校も平成24年度から学年進⾏で学級定員の35名化を進めてきた。平成29年度には附属⼩学
校全学年で学級定員が35名となった。平成30年度から附属中学校へ進学するのに合わせ学年
進⾏で附属3中学校の学級定員も35名に減らし、⼩中連携の⼀層の推進を可能とし、細やかな
指導を実現するもの。

＜附幼＞ 平成24年度から附属幼稚園の4歳児⼊園定員を10⼈削減の60⼈とした。

＜附⼩＞ 平成24年度から附属⼩学校の⼊学定員を15⼈削減の105⼈（3クラス×35⼈）とした。

＜附中＞ 平成24年度から平成30年度までに附属中学校の⼊学定員を段階的に15⼈削減の105⼈（3
クラス×35⼈）とした。

群⾺⼤学
共同教育学部

埼⽟⼤学教育学部

千葉⼤学教育学部

お茶の⽔⼥⼦⼤学
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＜附⼩＞

令和5年度より横浜⼩学校の学級編制の基準の引き下げ（40⼈から35⼈）に伴い、⼊学定員
及び帰国児童募集を以下のとおり改定した。
①⼊学定員を105名から100名に改訂。
②帰国⼦⼥の⼊学定員を15名（4学年より）から5名（3学年より）に改訂。

＜附中＞ 鎌倉中学校、横浜中学校について、令和元年度⼊学⽣から1学級当たりの定員を40⼈から35⼈
とした。（帰国⽣徒定員1学年15⼈は変更なし。）

＜附幼＞ 令和6年度から⼊学定員を35⼈から28⼈へ変更した。

＜附⼩＞ 平成24年度⼊学児童から、附属⼩学校定員を120名から105名に変更。(1クラス35名)
令和6年度から⼊学定員を105名から90名に変更。（１クラス30名）

＜附中＞ 令和元年度⼊学⽣徒から、附属中学校定員を160名から144名に変更。(1クラス36名）
令和6年度⼊学⽣徒から、附属中学校定員を144名から140名に変更。(１クラス35名)

＜附⼩＞

平成23年4⽉に「公⽴義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」の⼀
部が改正され、公⽴⼩学校第1学年の学級編制の標準が40⼈から35⼈に引き下げられた。それ
に準じて、本学においても、きめ細かで質の⾼い教育の実現に資するため、平成24年度から⼩学校
第1学年の学級定員を35⼈に引き下げ、平成29年度には、⼩学校全学年学級定員数35⼈を
実現した。

＜附幼＞
＜附⼩＞
＜附中＞

令和7年度⼊学⽣より、以下のとおり、学級定員変更した。
幼稚園　35→20
各⼩学校　35→32
各中学校　40→35

＜附幼＞
平成24年度から4歳児1学級を35⼈から30⼈に、平成25年度から5歳児1学級を35⼈から30
⼈に引き下げた。
平成30年度から学年進⾏で3、4、5歳児ともに24⼈定員に引き下げた。

＜附⼩＞ 平成24年度から学年進⾏で1学級40⼈から35⼈に引き下げた。

＜附中＞ 平成30年度から学年進⾏で1学級40⼈から35⼈に引き下げた。

富⼭⼤学教育学部 ＜附⼩＞ 平成24年度から学年進⾏により、附属⼩学校の学級定員を1学年40⼈から35⼈とした。

＜附幼＞

平成28年度　3歳児　20名⇒24名、4歳児　70名⇒48名
平成29年度　5歳児　70名⇒48名
令和5年度　  4歳児　48名⇒24名
令和5年度    満3歳児学級　1学級（定員6⼈）新設した。
令和6年度　 5歳児学級　学年定員48⼈⇒24⼈とした。
令和6年度　 満3歳児学級　学級定員6⼈⇒12⼈に変更した。
※令和3年度の定員120⼈を段階的に削減し、令和6年度（完成年度）に84⼈となった。

＜附⼩＞

平成24年度　1年⽣　120名⇒105名
平成27年度　2年⽣、3年⽣、4年⽣　40名⇒35名　　3年⽣、4年⽣の複式学級　40名⇒12
名
平成28年度　5年⽣　40名⇒39名
平成29年度　6年⽣　40名⇒39名
令和4年度　1年クラス定員35⇒30名に削減、⽇本語適応教室「さくら」（定員4名）を新設。
令和5年度　複式学級第3学年の定員を12⼈⇒6⼈とした。
令和5年度　⽇本語適応教室「さくら」について定員4⼈⇒8⼈に変更した。
令和6年度　第3学年の学級定員を35⼈⇒30⼈とした。
令和6年度　複式学級第4学年の定員を12⼈⇒6⼈とした。
令和7年度　第4学年の学級定員35⼈⇒30⼈とした。
令和7年度　第5学年の学級定員39⼈⇒37⼈とした。
※ 附属⼩学校の計画︓令和3年度の定員678⼈を段階的に削減し令和9年度に572⼈とする
予定。

新潟⼤学

横浜国⽴⼤学
教育学部

⼭梨⼤学教育学部

上越教育⼤学

⾦沢⼤学
⼈間社会学域
学校教育学類
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福井⼤学教育学部 ＜義務教育
学校＞

平成30年度附属義務教育学校後期課程・7年⽣について、40名×3クラスから35名×3クラスへ
の定員減を実施した。
令和元年度（平成31年度）附属義務教育学校後期課程・8年⽣について、40名×3クラスから
35名×3クラスへの定員減を実施した。
令和2年度附属義務教育学校後期課程・9年⽣について、40名×3クラスから35名×3クラスへの
定員減を実施した。

＜附⼩＞ 平成24年度から【附属松本⼩学校】において1学級定員を40⼈から35⼈へ減じた。また、平成25
年度から【附属⻑野⼩学校】も同様に40⼈から35⼈へ減じた。両校とも総定員は420名となった。

＜附中＞ 【附属⻑野中学校】及び【附属松本中学校】において、
令和7年度⼊学⽣から1学級定員を40⼈から35⼈へ減じた。

＜附⼩＞ 平成24年度から学級編制35⼈に対応するため、⼩学校新1年⽣の学級定員数を順次35名にし
た。

＜義務教育
学校＞

令和2年度から義務教育学校（附属⼩中学校）の新1年⽣学級定員数を32名、新7年⽣学
級定員数を35名とした。

＜附⼩＞ 静岡⼩学校、浜松⼩学校について、平成24年度⼊学⽣から1学級当たりの定員を40⼈から35
⼈とした。

＜附中＞ 静岡中学校、浜松中学校、島⽥中学校について、平成30年度⼊学⽣から1学級当たりの定員を
40⼈から36⼈とした。

＜附幼＞ 平成24年度　4歳児学級⼊園者から　35名/1学級→30名/1学級
平成30年度　4歳児学級⼊園者から　30名/1学級→25名/1学級

＜附⼩＞

【附属名古屋⼩学校（普通学級）】
平成24年度⼊学者から　40名/1学級→35名/1学級
令和元年度⼊学者から　35名/1学級→30名/1学級
【附属岡崎⼩学校】
平成24年度⼊学者から　40名/1学級→35名/1学級
令和元年度⼊学者から　35名/1学級→30名/1学級

＜附中＞

【附属名古屋中学校（普通学級）】
平成30年度⼊学者から　40名/1学級→36名/1学級
令和7年度⼊学者から　36名/1学級→32名/1学級
【附属岡崎中学校】
平成30年度⼊学者から　40名/1学級→36名/1学級
令和7年度⼊学者から　36名/1学級→32名/1学級

＜附⾼＞ 令和3年度⼊学者から　40名/1学級→36名/1学級

＜附幼＞
平成26年度より5歳児クラス、4歳児クラスともに定員35名から30名に減じた。
また令和3年度は3歳児クラスの定員は20名であったが、令和4年度より1クラス定員15名に減じ、
2クラスとした。

＜附⼩＞ 令和6年度　⼩学校1年⽣の学級定員数を35名から24名に変更した。
（令和９年度まで学年進⾏で35名から24名とする計画。）

静岡⼤学教育学部

岐⾩⼤学教育学部

信州⼤学教育学部

愛知教育⼤学

三重⼤学教育学部
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＜附幼＞
平成30年度︓4歳児64⼈→48⼈　令和元年度︓5歳児64⼈→48⼈
令和7年度⼊学の3年次保育の学級の定員⼈数を32名から24名に削減し、当該学年の収容定
員を24名とした（1クラス）。

＜附⼩＞
平成24年度︓40⼈→35⼈
令和7年度⼊学の学級の定員⼈数を35名から33名に削減し、当該学年の収容定員を105名か
ら99名に削減した（3クラス）。

＜附中＞ 平成30年度︓40⼈→36⼈

＜附幼＞

【附属幼稚園】
　平成28年度から　4歳児・5歳児学級︓35名×2クラス→30名×2クラス
　　　学年定員︓70名→60名
　令和4年度から　3歳児学級︓20名×1クラス→32名×1クラス、
　　　　　　　　　　　4歳児・5歳児学級︓30名×2クラス→32名×1クラス
　　　学年定員︓3歳児学級︓20名→32名、4歳児・5歳児学級︓60名→32名
　　　学年進⾏で令和5年度完成
（令和4年度は学年進⾏のため、3歳児20名×1クラス、4歳児32名×1クラス、5歳児30名×2ク
ラス　合計112名）

＜附⼩＞

【附属桃⼭⼩学校】
　平成24年度から　学級定員︓40名→35名　学年定員︓80名→70名
　学年進⾏で平成29年度完成
　令和6年度から　学級定員︓35名→30名、学年定員︓70名→60名
　学年進⾏により令和11年度完成予定

＜附中＞
【附属桃⼭中学校】
　令和6年度から　普通学級　学級定員︓40名→32名、学年定員︓120名→96名
　学年進⾏により令和8年度完成予定

＜義務教育
学校＞

【附属京都⼩学校】［平成28年度まで］
　平成24年度から　普通学級定員︓40名→30名　学年定員︓120名→90名
　平成25年度から　普通学級定員︓30名→32名　学年定員︓90名→96名
【附属京都中学校】［平成28年度まで］
　平成26年度から　普通学級定員︓40名→32名　学年定員︓120名→96名
　⼩中⼀貫に伴い、普通学級外部⼊試の廃⽌。
　学年進⾏で平成28年度完成
【附属京都⼩中学校】［平成29年４⽉１⽇に附属京都⼩学校と附属京都中学校とを統合改
組し、義務教育学校となった。］
　附属京都⼩学校が平成25年度から進めていた前期課程の学級定員変更が、学年進⾏で平成
30年度完成。

＜附⼩＞ 平成24年度⼊学⽣から、⼩学校の学級定員減（40⼈→35⼈）を実施した。

＜附中＞ 平成30年度⼊学⽣から、中学校の学級定員減（40⼈→36⼈）を実施した。

＜附幼＞

令和5年度から学級定員数を学年進⾏で以下のとおり変更をした。
令和5年4⽉以前　60名（30名×2クラス×1学年（4、5歳児））
令和5年4⽉から　 40名（20名×2クラス×1学年（3歳児））
　　　　　　　　　   　40名（20名×2クラス×1学年（4、5歳児））

＜附⼩＞
令和5年度から学級定員数を学年進⾏で以下のとおり変更をした。
令和5年度以前　 105名（35名×3クラス）、5学年
令和5年度から　　　75名（25名×3クラス）、1学年

＜附中＞
令和5年度から学級定員数を学年進⾏で以下のとおり変更をした。
令和5年度以前　120名（40名×3クラス）、2学年
令和5年度から　 　90名（30名×3クラス）、1学年

滋賀⼤学教育学部

京都教育⼤学

⼤阪教育⼤学

兵庫教育⼤学
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＜附幼＞ 平成27年度より、幼稚園において学年進⾏で20⼈学級を実施。（25⼈からの定員減）

＜附⼩＞ 平成25年度より、⼩学校において学年進⾏で35⼈学級を実施。（40⼈からの定員減）

＜附幼＞

平成30年度から、定員を以下のとおり改定した。
3歳児24名、4歳児30名（2ｸﾗｽ）、5歳児30名（2ｸﾗｽ）を3歳児24名、4歳児24名（2ｸﾗ
ｽ）、5歳児24名（2ｸﾗｽ）に改定
附属幼稚園が令和３年度から以下のとおり順次学級定員を変更している。（完成年度︓令和５
年度）
令和3年度定員102⼈︓3歳児15⼈×2クラス、4歳児24⼈×1クラス、5歳児24⼈×2クラス
令和4年度定員99⼈︓満3歳児15⼈×1クラス、3歳児15⼈×2クラス、4歳児30⼈×1クラス、5
歳児24⼈×1クラス
令和5年度（完成時）定員105⼈︓満3歳児15⼈×1クラス、3歳児15⼈×2クラス、4歳児30
⼈×1クラス、5歳児30⼈×1クラス

＜附中＞

平成30年度から、定員を以下のとおり改定した。
通常学級1学年160名（40名×4ｸﾗｽ）を1学年136名（34名×4ｸﾗｽ）に改定。
令和7年度から、普通学級の定員を34名から30名に、特別⽀援学級の定員を8名から6名へ変
更した。

＜附幼＞ 平成27年度から、附属幼稚園において2年保育の募集を停⽌し、3年保育のみの募集とし、学級
定員を30名から24名に減員した。

＜附⼩＞ 平成24年度から附属⼩学校の学級定員を40名から35名にした。

＜附⼩＞ 平成24年度に全学年で1クラスの児童数が30⼈となった。

＜附中＞

平成27年度に全学年で1クラスの⽣徒数が35⼈となった。
令和7年度より附属中学校では、附属⼩学校の学級減に伴って児童数が減少することから、それに
応じて附属中学校の1学級あたりの⽣徒数を30名とする。現在は中学1年⽣は1学級あたり30
名、中学2、3年⽣は1学級あたり35名である。

＜附幼＞ 平成23年度︓附属幼稚園の3歳児1学級定員20⼈→2学級30⼈に変更（全定員数170
⼈）、平成24年度4歳児2学級70⼈→1学級30⼈に変更。

＜附⼩＞ 平成24年度︓附属⼩学校の1年⽣1学級定員を40⼈から35⼈に変更。（全定員数︓平成23
年度480⼈→平成26年度420⼈）

＜附中＞ 平成26年度︓附属中学校の1年⽣1学級定員を40⼈から35⼈へ変更。（全定員数︓平成25
年度480⼈→平成28年度420⼈）

＜特⽀＞

平成18年度︓附属特別⽀援学校の⾼等部専攻科新設（定員6⼈）に伴い、⼩学部3学級18
⼈→2学級12⼈に変更。（全定員数変更なし）
令和2年度︓全体の総定員（60⼈）は変更ないが、⾼等部本科の⼊学定員を8⼈→6⼈（本
科定員24⼈→18⼈）に、⾼等部専攻科3⼈→6⼈（専攻科定員6⼈→12⼈）に変更。

＜附幼＞ 平成30年度に学級定員を20名2クラスから25名1クラスに削減した。

＜義務教育
学校＞

令和元年度に7年⽣の募集⼈数をそれまでの学級数は4のまま変えず、1学級35名から1学級30
名に削減した。

神⼾⼤学

奈良教育⼤学

奈良⼥⼦⼤学

和歌⼭⼤学教育学部

⿃取⼤学

島根⼤学教育学部
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＜附幼＞ 平成21年度32⼈→24⼈
令和６年度より１学級24⼈から18⼈とした。

＜附⼩＞ 平成21年度40⼈→36⼈、Ｈ24年度36⼈→35⼈

＜附中＞ 平成27年度40⼈→36⼈

岡⼭⼤学 ＜附⼩＞ 令和7年度⼊学から附属⼩学校の1学級35⼈を28⼈とした。

＜附幼＞ 平成27年度から附属幼稚園の4、5歳児の定員を35名から30名に削減した。同じく三原幼稚園
の4、5歳児の定員を70名から30名に削減した。

＜附⼩＞ 平成24年度から広島⼤学附属⼩学校、広島⼤学附属東雲⼩学校、広島⼤学附属三原⼩学
校の第1学年の単式学級を1学級32⼈とし、順次学年進⾏を⾏った。

＜附幼＞ 附属幼稚園では平成27年度より、きめ細かな保育を可能とするため、4・5歳児の学級定員数を
35名から25名にした。

＜附⼩＞ 附属⼭⼝⼩学校と附属光⼩学校では平成24年度より、学級定員数を40名から公⽴学校の学
級定員数に合わせて35名にした。

＜附中＞ 附属⼭⼝中学校では平成24年度より、附属光中学校では平成25年度より、学級定員数を40
名から公⽴学校の学級定員数に合わせて35名にした。

＜附幼＞ 平成24年度　30⼈→26⼈

＜附⼩＞ 平成24年度　120⼈→102⼈

＜附中＞ 平成30年度　160⼈→136⼈

＜附幼＞
平成24年度から
附属幼稚園 3歳児定員を20名→18名、4歳児及び5歳児定員を35名→30名
幼稚園⾼松園舎の4歳児及び5歳児定員を35名→30名

＜附⼩＞ 平成24年度から⾼松⼩学校と坂出⼩学校の学級定員を40名→35名

＜附中＞ 平成30年度から⾼松中学校及び坂出中学校の学級定員を40名→35名

＜附幼＞

○平成24年度まで
3歳児定員20⼈(20⼈×1学級)、4歳児定員70⼈(35⼈×2学級)及び5歳児定員70⼈(35
⼈×2学級)の計160⼈定員。
○平成25年度(移⾏期間)
学級数及び学級定員の⾒直しを⾏い、3歳児定員48⼈(24⼈×2学級)、4歳児定員48⼈(24
⼈×2学級)及び5歳児定員70⼈(35⼈×2学級)の計166⼈定員。
○平成26年度以降
学年進⾏が完了し、3歳児、4歳児及び5歳児の全てを定員48⼈(24⼈×2学級)の計144⼈へ
定員減。

＜附⼩＞ 平成24年度より、定員120⼈(40⼈×3学級)から定員96⼈(32⼈×3学級)へ定員減。

＜附中＞ 平成30年度より、定員160⼈(40⼈×4学級)から定員128⼈(32⼈×4学級)へ定員減。

岡⼭⼤学教育学部
（R7.3.31まで）

広島⼤学

⼭⼝⼤学教育学部

鳴⾨教育⼤学

⾹川⼤学教育学部

愛媛⼤学教育学部
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＜附幼＞
平成28年度から幼稚園で、160名(3歳児1学級20名、4歳児2学級70名、5歳児2学級70
名）から124名（3歳児1学級28名、4歳児2学級48名、5歳児2学級48名）に定員減を段階
的に実施。

＜附⼩＞
＜附中＞ 平成24年度から⼩学校・中学校で、1クラス40名から35名に定数減を実施。

福岡教育⼤学 ＜附⼩＞

「公⽴義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」の改正により⼩学校
第1学年の1学級の児童の数の標準が改正されたことに伴い、平成24年度新⼊⽣より本学附属
福岡⼩学校、⼩倉⼩学校及び久留⽶⼩学校の1学級の児童数の標準を従来の40⼈から35⼈
への変更を⾏った。

佐賀⼤学教育学部 ＜附⼩＞
＜附中＞

附属中学校の学級定員を40名から36名に平成30年度から削減。この削減は主として平成24年
度から実施した附属⼩学校の35⼈学級が平成29年度に全学年35⼈体制となることに伴って実
施。

＜附幼＞

令和3年度園児募集分から募集定員を縮減した。具体的には、令和2年度までは3歳児1クラス
20名、4歳児2クラス60名及び5歳児2クラス60名の計140名であったが、令和3年度に3歳児2ク
ラス32名、4歳児1クラス32名、5歳児2クラス60名の計124名とし、令和4年度に3歳児2クラス
32名、4歳児1クラス32名、5歳児1クラス32名の計96名とした。

＜附⼩＞
平成21年度より、1学級の定員を40名から30名に変更した。
令和5年度より、1年⽣の定員は複式学級で8名から6名、単式学級で30名から26名の3クラスの
計84名となった。

熊本⼤学教育学部 ＜附幼＞

附属幼稚園について、3歳児の⼊園希望者は過去5年間減少しておらず、増加傾向にある。今後
も3年保育を希望する家庭は多く、3歳児受験者数は安定して確保されている。また、その⼀⽅で、
4歳児クラスの⼊園希望者（受験者）は平成22年度を境に減少傾向にある。3年次保育が主流
となった現在、3歳児で本園に合格しなかった家庭は他園に⼊園させるため、4歳児の受験は今後
も少ないことが予想される。縮⼩の内容は、平成29年度から3カ年かけて定員を160名（平成28
年度）から140名（令和元年度）に変更する計画を⽴てて実施してきた。本計画は、令和元年
度に完成年度（改定3年⽬）を迎え完了した。令和元年度以降の附属幼稚園の定員管理は、
3年保育90名（3、4、5歳各30名）、2年保育50名（4、5歳各25名）の合計140名となっ
た。今後の学級定員管理の変更について、いずれの附属学校園においても特に計画はない。

＜附幼＞
平成29年度から幼稚園3歳児1学級32⼈定員、4歳児(2学級)1学級28⼈定員、5歳児(2学
級)1学級28⼈定員とした。
令和6年度　3歳児定員　32名→26名、4歳児56名→44名

＜附⼩＞ 平成24年度から⼩学校1学級35⼈定員とした。
令和6年度　１年⽣定員　105名→90名

＜附中＞ 令和6年度　１年⽣定員　160名→144名

⾼知⼤学教育学部

⻑崎⼤学教育学部

⼤分⼤学教育学部
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＜附幼＞
附属幼稚園の⼊学定員を平成25年度から2年保育32⼈に減らした(それまでは50⼈)。
附属幼稚園の⼊学定員を平成28年度から2年保育20⼈に減らし(それまでは32⼈)、3年保育
28⼈に増やした(それまでは20⼈)。

＜附⼩＞

附属⼩学校の⼊学定員を平成24年度から105⼈に減らした(それまでは120⼈)。
（令和5年度から）通常学級 1学級35⼈から32⼈へ変更した。
　　　　　　　　　　　　　　　（⼊学定員を105⼈から96⼈へ変更）
　　　　　　　　　　　　特別⽀援学級 ⼊学定員を4⼈から2⼈へ変更した。

＜附中＞
（令和5年度から）通常学級 1学級40⼈から36⼈へ変更した。
　　　　　　　　　　　　　　　（⼊学定員を160⼈から144⼈へ変更）
　　　　　　　　　　　　特別⽀援学級 ⼊学定員を8⼈から4⼈へ変更した。

＜附幼＞ 令和6年度から、近年の定員未充⾜の状況を解消するため、4歳児⼊園定員を15⼈から廃⽌し、
3歳児⼊園定員を学年進⾏で20⼈から30⼈に増員した。

＜附⼩＞
平成24年度から１学級の定員を学年進⾏で40⼈から35⼈に削減していたが、さらに、インクルー
シブ教育の推進及び教員の働き⽅改⾰の⼀環として、令和６年度から１学級の定員を学年進⾏
で35⼈から30⼈に削減した（複式学級については「1学年8⼈」に変更なし）。

＜附中＞ 平成30年度から⼊学定員を20⼈削減。

＜附⼩＞ 附属⼩学校の募集定員を平成24年度から120名から105名とした。

＜附中＞ 附属中学校において、令和3年度⼊学⽣より⼊学者数を144名（▲16名）とし、1学級36名
（▲4名）に変更した。

イ︓計画がある8⼤学・学部、及びその内容

岩⼿⼤学教育学部 ＜附⼩＞ 令和8年度に2年⽣の通常学級定員を32名から24名に削減する。（令和8年度の低学年複式
学級廃⽌に連動する削減のため、令和8年度の2年⽣をもって学級定員削減完了。）

＜附幼＞
令和8年度から、3歳児の学級定員を現在の1学級30名から2学級30名とする。
また令和9年度から、4歳児の定員を30名とすることに伴い、4歳児の学級定員が65名2学級から
30名1学級に変更となる。

＜附中＞ 学級定員を40名→35名に減。（令和8年度第1学年から順次学年進⾏により令和10年度完
成）

筑波⼤学 ＜特⽀＞

【筑波⼤学附属桐が丘特別⽀援学校】施設併設学級の令和9年度末閉級に伴う本校の改組に
より、令和8年度から、⼩学部・中学部は単⼀障害学級に加えて重複障害学級、重度・重複障害
学級を新設、⾼等部は単⼀障害学級に加えて重複障害学級を増設するとともに、重度・重複障
害学級を新設するため、各学級の定員も新たに設定。

富⼭⼤学教育学部 ＜附中＞ 令和8年度⼊学の新1年⽣より、学級定員を40⼈から35⼈に変更する。

岡⼭⼤学 ＜附中＞ 令和13年度⼊学から1学級36⼈を32⼈に変更する。

宮城教育⼤学

琉球⼤学教育学部

宮崎⼤学教育学部

⿅児島⼤学教育学部
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広島⼤学 ＜附中＞
【附属福⼭中学校】（各学年3学級、学級定員40⼈、総⽣徒数360⼈）と【附属福⼭⾼等学
校】（各学年5学級、学級定員40⼈、総⽣徒数600⼈）について、令和9年度から中等教育学
校へ改組し、年次進⾏により全学年4学級、学級定員32⼈、総⽣徒数768⼈とする。

⻑崎⼤学教育学部 ＜附中＞ 附属⼩学校の定員縮減に連動し、令和11年度から学年進⾏で段階的に学級定員を縮減する予
定である。

宮崎⼤学教育学部 ＜附⼩＞
＜附中＞

学級数は、現在⼩学校複式3学級、中学校3学級だが、⼊学定員減の学年進⾏が完了する⼩
学校にあたっては令和10年度、中学校にあたっては令和7年度以降複式2学級とする予定である。

ウ︓検討中の4⼤学・学部、及びその内容

弘前⼤学教育学部 ＜附幼＞ 附属幼稚園の学級定員減を検討している。

＜附幼＞ 4歳、5歳児1クラス定員を30名から24名（園全体では24名減）とすることについて、検討中であ
る。

＜附⼩＞ ⼊学定員を21⼈減の84⼈（３クラス×28⼈）とすることについて、検討中である。

福井⼤学教育学部 ＜附幼＞ 附属幼稚園の学級定員減を検討している。

広島⼤学 附属学校園の全学校種で規模（学校種・学級数・⽣徒等数）の⾒直しを検討している。

お茶の⽔⼥⼦⼤学
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